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修士論文要旨
【問題と目的】
　高機能広汎性発達障害児（以下，HFPDD児）に特有の
自己の発達における特徴の一つとして，思春期になると自
己に対する違和感や疑問，不安を抱くようになることが指
摘されている（廣澤・越智・小林・田中，2003）。Tanaka・
Hirosawa（2005）は，思春期において同じHFPDDの診断
を持つピア集団での経験がピアカウンセリング的機能を果
たし，自己および他者への理解を深めることを示唆してい
る。したがって，HFPDD児のピア集団において，その当
事者らが抱くピア集団の意義や機能を検討することは，集
団療法を行う上で非常に重要であると考えられる。
　また，近年HFPDD児を対象とした学校外の専門療育機
関等による集団療法が活発に行われるようになっている
（雲井・渡邉・小池，2005）。一方で，滝吉・田中（2010）
は，従来のソーシャルスキルトレーニング（以下，SST）
に関する研究や報告における指導効果の検討方法の多くは
外面的な言動の変化に注目しており，HFPDD児本人の視
点による効果や変化，機能について検討した研究はほとん
ど見られないと指摘している。したがって本研究では，SST
においてHFPDD児らがピア集団に対して抱いている意義
や機能について当事者の視点から探索し，検討を行う。
【方法】
《調査対象者》関東圏にあるXクリニックで行われる集団
SSTに参加する中高生のHFPDD児20名（このうち，イン
タビュー協力者６名：A，B，D，G，K，P）。
《調査・分析方法》（1）マイクロ・エスノグラフィーの手法
（箕浦，1999）による観察調査。佐藤（2008）の質的データ
分析法の帰納的アプローチによる定性的コーディングを援
用し，カテゴリー分類を実施（以下，『』はテーマ，≪≫
はカテゴリーを示す），（2）自由記述式質問紙調査，（3）半
構造化面接法によるインタビュー調査。各協力者に特徴的
な回答，事例やHFPDD児特有の語りについて事例別にま
とめ，各協力者に共通するテーマごとに表を作成。
【結果と考察】
◆観察調査より示唆されたピア集団の機能
　XクリニックのSSTにおけるピア体験は『対人成功体験』
『対人経験を積む』の２つのテーマが得られ，14のカテゴ
リーに分類された。これらのテーマに関連するインタ
ビュー協力者の語りより，主観的体験とピア集団の機能に
ついて検討を行ったところ，自己信頼感の向上，同年代の
仲間関係の形成，自己認知の深化（鑪・宮下・岡本，1997）
といった思春期に必要なピア集団の機能が示唆された。
◆インタビュー調査より示唆されたピア集団の機能
　①自己認知・他者認知の様相，②SSTへの参加動機，③
SST以外でのピアや同年代との関わり，についての質問を
行い，それぞれ①『自己認知や他者認知の変化』『自己の独
自性への気づき』，②『コミュニケーションに関する困り』
『SSTの必要性』，③『SST以外におけるピアや同年代との
関わり』のテーマが得られた。特にD，Kの語りから，SST
における以下の４点のピア集団の機能が示された。
　対人志向性，他者への親和性の促進（杉山，2007）
　自己理解，他者理解の深化（Tanaka et al.，2005）
　ピアカウンセリング的効果（Tanaka et al.，2005）
　“居場所”の機能（吉田，2010）
　一方でD，K以外のインタビュー協力者からは，ピア集
団の機能が特に語られなかった。その要因について，イン
タビュー結果の表をもとに考察を行い，以下の３点がピア
集団への希求が低い要因である可能性が示された。
　対人関係における困りのなさ
　SST以外の場における帰属意識の高さ
　対人志向性の低さ
【総合考察】
　本研究によって，SSTにおいても思春期に必要とされる
ピア集団ならではの機能があることが示唆された。また，本
研究における質問紙調査，インタビュー調査の結果より，思
春期HFPDD児に対する当事者研究の可能性が示された。
これらの知見は，今後のHFPDD児へ向けたSSTへの発展
の一助となると考えられる。
　本研究の限界点として，事例の少なさ，フィールドの特
殊性，多様な臨床像への応用の難しさ，などが考えられる。
今後の課題として，さらなる事例の積み重ね，実際のSST
へのピア集団機能の還元方法の検討，などが挙げられる。
ソーシャルスキルトレーニングにおける思春期高機能広汎性発達障害児の
主観的体験
―ピア集団の機能に着目して―
Subjective Experiences by Adolescents with High Functioning Pervasive 
Developmental Disorder in Social Skills training
－Focusing on Functions of Peer Group－
阿部　萌（Megumi Abe）　　指導： 菅野　純
